
小

泉

苳

三

論

1

『山
西
前
線
』
を
読
む

ー

安

森

敏

隆

(
こ

歌
人

で
近
代
短
歌

の
研
究

の
基
礎
を
作

っ
た
小
泉
苳
三
は
、

一
八
九
四

(明
治

27
)
年

四
月
四

日
に
神
奈

川
県
横
浜
市

に
生
ま

れ
る
。
東
洋

大
学

専
門
部

二
科
を
卒
業
。
立
命
館
大
学
教
授
。
北
京
師
範
大
学
教
授
を
兼
任

し
、
後
、
関
西
学
院
大
学
教
授
と
な
る
。

一
九

=
二

(大
正
2
)
年
、
第

二
次

「
車
前
草
」
、
翌
年

「
水
甕
」
同
人
と
な
る
。

一
九
二

二

(大
正
11
)

年
、
「
ポ
ト
ナ
ム
」
を
創

刊
す
る
。

一
九
三
三

(昭
和
8
)
年

、
「
ポ
ト
ナ

ム
」
誌
上
に

「
現
実
的
新
抒
情
主
義

の
短
歌

の
提
唱
」
を
発
表

し
、
以
降

の
指
針
と
す
る
と
同
時
に
、
こ

の
理
念

が
現
代
短

歌
を
牽
引

す
る
役
割
を

果
た
し
た
。

一
九

五

二
年
、
「
明
治
和

歌
史

の
研
究
」

に
よ
り
文
学
博
士

の
学
位

を
受

け
る
。

若
く
し

て
小
泉
苳
三
に
歌
を
作
る
き

っ
か
け
を
与
え
た
石
井
直
三
郎
は
、

処
女
歌
集

『夕
潮
』

(水
甕
社

大
正
11
年
8
月
)
に

つ
い
て
、
「
君

の
こ

れ
ま

で
の
苦
し
み
が
生
ん
だ
時

の
永
遠
性
に
対
す
る
憧

憬
的
情
念

に
萌

す

深

い
哀
愁
と
、
人
生

の
孤
独
寂
寥
感
か
ら
ず
る
し
み
じ
み
と
し
た
鬱
懐

と

を
基
調
と
す
る
世
界
で
あ
る
」

(序

文
)
と
言

い
、
「心

の
漂
泊
者

」
の
歌

で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て

い
る
。
石
井
が
言
う

よ
う

に
出
発
期

の
小
泉
苳

三

の
抒
情

は
、
哀

愁
と

孤

独
と

寂
寥

に
あ

っ
た
。
続
く

『
く
さ

ふ
ち
』

(立
命

館
出
版
部

昭
和
8
年

4
月
)

は
、

一
九
二

二
年
以

降

の
十
年
間

の
作
品

を
集

め
た
も

の
で
あ

る
。
こ
の
時
期
は
京
城

(現
、

ソ
ウ
ル
)
、
東

京

、
新
潟

、
東
京

、
長

野
と
あ

わ
た
だ
し
く
勤
務
校
が
変
わ

る
時

で
あ
り
、

そ
の
折

々
の
出
来
事
を
う
た

っ
て

い
る
。
第
三
歌
集

『山
西
前
線

(従
軍

歌
集
)
』

(立
命
館
出
版
部

昭
和

15
年

5
月
)
は
、
中
国

へ
の
従
軍
歌
人

一
三



小
泉
苳
三
論

と
し

て
の
、
苳
三

の
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
が
各
歌

に
見
ら
れ
る
。
戦
争
協
力

者
と

し
て
の
歌
と

い
う
批
判
も
受
け
た
が
、
そ
れ
を

つ
き
ぬ
け
た
と

こ
ろ

の
抒
情

の
結
実

が
あ

る
。
苳

三
の
場
合
、

こ
う

し
た
歌
作

の
傍
ら

で
、
研

究
者

と
し

て
の

『明
治

大
正
短
歌
資
料

大
成
』
全

三
巻

(
『明

治
歌
論
資

料

集
成
』
昭

和

15
年

6
月

立

命
館
出

版
部
、

『明

治
大

正
歌
書

綜
覧
』

昭
和
16
年

3
月

立
命

館
出
版
部

、
『明
治

大
正
短
歌
大
年

表
』
昭
和

17

年

4
月

立
命
館
出
版
部
)
を
始

め
と
す

る
、
近
代
短
歌

の
研
究
者
と

し

て

の
側
面

が
核

心
に
あ

る
こ
と
を

強
調
し
て
お
か
ね
ば
な

る
ま

い
。

小
泉
苳

三

の
業

績
は
、
お
お
よ
そ
次

の
三
点

に
し
ぼ
る
こ
と

が
で
き

る
。

一
つ
は
、
先

に
も
述
べ
た

『明
治
大

正
短
歌
資
料
大
成
』
全

三
巻

に
ま

と
め
ら

れ
た
近
代
短
歌
関
係

の
資

料

の
蒐
集

に
あ
る
。
「余

の
蒐
集

せ
る

歌
書
は

二
千
七
百
余
冊
、
雑
誌

は

一
万

二
千
余

冊
に
達
し

て
ゐ
る
」

(小

泉
苳

三

「序
」
)
と

言
う

よ
う

に
、
明
治

初
期

の
短
歌

関
係

の
歌
集

や
歌

書

の
基
礎
資
料
を
く
ま
な
く
集
め
る
こ
と
か
ら
研
究
が
始
ま

っ
た
。
ま
た

「
年
表
作
成

の
た
め

に
使
用

し
た
カ
ー
ド
は
約

四
万
枚
に
及
び
積

み
上
げ

る
と
略
余

の
身
長
と
同
じ
高
さ

に
達
す
る
。
カ
ー
ド
記
入
お
よ
び
整
理

の

た

め
に
は
、
ポ
ト

ナ
ム
短
歌
会
同
人
諸
君

の
涙
ぐ
ま
し
き
協
力
を
得
た
こ

と

は
、
余

の
銘
じ

て
忘
れ

る
こ
と

の
出
来
な

い
と

こ
ろ
で
あ
る
」

(同
前
)

と
も
あ

る
。

こ
の
、
基
礎
資
料

が

「
白
楊
荘
文
庫
」
と
し

て
現
在
、
立
命

一
四

館
大
学

の
図
書
館
に
貴
重
本
と
し

て
あ
る
。
こ

の
三
巻
本

の
中
で
も
特
に

第

二
巻
目

の

『明
治
大
正
歌
書
総
覧
』
が
圧
巻
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
明

治
初
期
か
ら
大
正
末
ま

で
の
歌
書
、
歌
集
が
く
ま
な
く
網
羅
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
詳
し
く

「
解
題
」
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら

に
こ
れ
を
も
と
に
第
三
巻

の

『明
治
大

正
短
歌
大
年
表
』

が
詳
述
さ

れ
、

こ
れ
が
今
日

の
短
歌

年
表

の

元

に
な

っ
て

い
る
の
で
あ

る
。

二

つ
は
、
近
代
短
歌
史

の
基
礎

に
な

っ
た

『近
代
短
歌

史

明
治
篇
』

(白
楊

社

昭
和

30
年

6
月
)
と

い
う
人
百

ペ
ー
ジ

に
及

ぶ
大
著

と
近
代

短
歌

に
関
す

る
論
考

で
あ

る
。
特
徴

は
、
従
前

の
短
歌
史
観
を

ふ
ま
え
た

上

で
明
治

の
初

め
は
和
歌

の
時
代

で
あ

る
こ
と
を
位
置
づ
け

る
こ
と

か
ら

始

め
、
近

代
短
歌

の
特
徴
と
和
歌

の
違

い
を
剔
抉

し
て

い
る
と

こ
ろ
に
あ

る
。
先

ず

「
和
歌
」

の
歴
史

を
、
巨
視

的

に
約

二
千

年

の
パ

ー
ス

ペ
ク

テ
イ
ヴ
を
置

い
て
考
え

て

い
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
祖
形
と

し
て
の
歌
謡
を

母
体
と
し
て
抒
情
そ

の
も

の

の
歴
史
を
み
る
と

い
う
大
き

な
歴
史
観

が
こ

こ
に
は
あ

る
。
そ

の
観
点
か
ら
見

る
限
り
明
治

の
中
期
ま

で
は

「和

歌
」

的
発
想
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
を

「
短
歌
」

の
歴
史
と
し
て
み
る
と

い
う
文

学
史
観

が
成
立
し
た

の
で
あ

る
。
「
近
代
短
歌

の
発
生
」
を

「
明
治

二
十

六
年
」

の

「あ

さ
香
社
」

の
落

合
直
文

に
見
、
「
和
歌
」

と

「短

歌
」

の

同

一
性
と
異
質
性
を
剔
抉
し
た
も

の
と
し

て
貴
重
な
近
代
短
歌
史
観
を
提



示
し

て
い
る
。
次
に
、
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る

「
昭
和

八
年
」

の
と
こ
ろ

で
、
「
現
実
的
新
抒
情
主
義
」

(ポ
ト
ナ
ム

の
主
張
)

の

主
張
を
提
起
し
、
確
立
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ

の
考
え

か
た

の
基

本

的
構
想
が
次

の
よ
う
な

「
文
学
史

に
お
け
る
抒
情
詩

の
特
性
」

と
し
て
主

張
さ
れ
て

い
る
。

抒
情
詩

の
性
質

の
第

一
は
、
他

の
文
学
と

同
じ
や
う

に
そ
の
永
遠

性

に
あ

る
。
そ
れ
は
感
情
情
緒

に
訴

へ
て
人
を
感
動

せ
し

め
る
力
を

持

つ
て
ゐ
る
か
ら

で
あ

る
。
知
識

は
永
続
す

る
が
情
緒
は
瞬
間

に
消

え
去

る
。
知
識

は

一
度
理
解
す
れ
ば
永
久

に
自
己

の
も

の
と
な
り
終

わ

る
ゆ
ゑ
再
び

習
得

す

る
こ
と
を

要
し
な

い
。

(中
略

)
抒
情
詩

の

第

二
の
特
質

は
個
性
的
と

い
ふ
こ
と

で
あ

る
。
抒
情
詩

に
よ

つ
て
表

現
さ
れ

る
感
情
情
緒
は
ど

こ
ま

で
も
作
者

の
個
性
的
感
情
情
緒

で
あ

り
、
作
品
か
ら
う
け
と

る
感
情
情
緒
も
う
け
と

る
人

の
個
性
的
感
情

情
緒

で
あ

る
。

(中
略
)
抒
情
詩

の
第
三

の
特
徴

は
普
遍
性
と

言
ふ

こ
と

で
あ
る
。
感
情
情
緒
は
瞬
間
的

で
あ
り
個
性
的
で
あ
る
が
、
ま

た
同
時

に
普

遍
的

で
あ

る
。

(中
略
)
第
四

の
特
質

た
る
そ

の
民
族

性
乃

至
国
民
性

を

ひ
き

だ
す

こ
と

が

で
き

る

で
あ

ら
う
。
人
間

の

愛

・
悦
び

・
悲

し
み

・
慰

さ
め

・
恐
れ

・
驚
き

・
怒
り
等

の
基

本
的

小
泉
苳
三
論

情

緒
は
ひ
ろ
く
普

遍
性
を
持

つ
も

の
で
あ
る
が
、
同
種

の
民
族

に
あ

つ
て
は
、

い
は
ゆ
る
民
族
性

と
な

つ
て
特

に

一
層

明
確

な
相
似
形
を

と

つ
て
あ

ら
わ
れ
る
。

(『近
代
短
歌
史

明
治
篇
』
)

短
歌
的
抒
情

は

「永
遠
性
」
を
持

つ
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

を
主
張

し
、
知
的
な
も

の
の

一
回
性
と
限
界
を
言
う
と
同
時

に
、
そ

の
本

質

は
ま

こ
と

に

「
個
性
的
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
言

い
、
さ
ら

に
そ

の

「個
」
を

つ
き
進
め
徹
底
し

て
い
く
と

「
普
遍
性
」
を
持

つ
も

の

に
な

る
、
と
主
張
す

る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
そ

の
上

で

「
民
族
性
乃
至
国
民

性
」

の
上

に
た

つ
抒
情
詩
を

主
張
し

て

い
る
。
こ

の
考
え
方

が
、
「
現
実

的
新
抒
情
主
義
」

の
元
に
な
る
考
え

で
あ

っ
た
。

こ
れ
以
降

に
木

俣
修

・

渡
辺
順
三

・
国
崎
望
久
太
郎

・
上
田
三
四
二

・
篠
弘

・
菱
川
善
夫

・
佐
佐

木
幸
綱

・
上
田
博

二
二
枝
昂
之
な
ど

の
短

歌
史

論
が
出

て
く
る

の
で
あ

る
。

三

つ
目

の
特

徴
は
、
歌
人
と

し
て

の
第

一
歌
集

『夕
潮
』
、
第

二
歌
集

『く
さ
ふ
ち
』
、
そ
し
て
従
軍
歌
集
と

い
わ
れ
る

『山

西
前
線

(さ
ん
し
ー

ぜ
ん
せ
ん
)』

に
収

め
ら
れ
た
歌

の
数

々
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、

一
九

三
八

(昭
和
12
)
年
十

二
月

に
陸

軍
嘱
託
と

し
て
北

支

・
中
支

の
戦
線

へ
従

軍
歌

人

と

し

て
出

発

し
、
翌
年

四
月

に
帰

国

し
た
問

の
歌
を
収

め
た

『山

西
前
線
』

の
歌
を
取

り
上
げ

て
い
く

こ
と

一
五



に

す

る

。

小
泉
苳
三
論

(
二
)

小
泉

苳

三

の

『山

西
前

線
』
は
、
渡

辺
直

己

の

『渡

辺
直

己

歌
集
』

(昭
15
年

3
月

呉

ア
ラ
ラ
ギ
会
)
と
宮
柊

二
の

『山
西
省
』

(昭
24
年

4

月

古
径
社
)

の
評
価

の
高

い
二
つ
の
戦
争
歌
集

の
狭
間
に
あ

っ
て
、
評

価

の
揺

れ

て
き
た
歌
集

で
あ
る
。

『山
西
前
線
』
を
読

む
と
は

日
本

の
昭

和
十
年
代

の
短
歌
を
読
む

こ
と

で
あ
り
、
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に

か
け

て
の

「戦
争
」
を
読
む

こ
と

で
あ

る
。

『渡

辺
直

己

歌
集
』
は
、

一
九
三

七

(昭
和

12
)
年
七

月
、
「
ア
ラ

ラ

ギ
」

の
会
員

で
あ

っ
た
渡
辺
直
己
が
応
召
し
、
大
陸

に
渡
り
、
漢

口
攻
略

作

戦
な
ど
に
参
加

し
た
中

で
作

っ
た
も

の
で
あ

る
。
渡
辺
は
、

一
九

O
八

(明
治

41
)
年
六
月

四
日
、
広
島
県
呉
市

に
生
ま
れ

る
。
広
島

県
立
高
等

師

範
学
校

を
卒

業
し
、
呉
市

立
高
等

女
学
校

教
諭

と
な

る
。

一
九
三

五

(昭
和

10
)
年

、
土
屋
文

明

に
師
事

し

「
ア

ラ
ラ
ギ
」

の
会

員

に
な

る
。

一
九
三
七

(昭
和
12
)
年

七
月
、
応

召
し
て
大

陸
に
渡

り
漢

口
攻
略
作
戦

な
ど

に
参
加

し
翌
年

の
八
月

二
十

一
日

に
河
北
省

八
里
台

で
戦
死
す

る
。

そ

の
後
、

一
九

四
〇

(昭

和

15
)
年

三
月

三
十

日
、

「呉

ア
ラ
ラ
ギ
会

」

か
ら
発
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
、
三
六
年
、
三
七
年

の
応

一
六

召

以
前

の
作

品

も
収

め

ら
れ

て

い
る

が
、

そ
れ
以

降

の

「応

召
集

作
」

「山

東
戦
線
」
「
冲
支
転

戦
」
「
再
び
北
支
戦
線

」
の
作
品
が
中
心

を
な
し

て

い
る
。
土
屋
文
明

に
学

ん
だ
写
生

の
冷
静
な

〈眼
〉

が
、
戦
場
と

い
う

極

限
状

況
に
あ

っ
て
も

よ
く
発
揮

さ
れ
て

い
る
。

貧
し
き
兄
が
餞

別
に
買
ひ
呉
れ
し

マ
グ
ナ
双
眼
鏡
を
我

は

つ
る
せ
り

ど

の
兵
も
ど

の
兵
も
石

の
ご
と
硬
ば
れ
る
表
情
を

せ
り
炎

天

の
下
に

頑
強
な
る
抵
抗
を
せ
し
敵

陣
に
泥
に
ま
み
れ
し
リ
ー
ダ
ー
が
あ
り
ぬ

手
榴
弾

に
殪
れ
た
る
将
校
と
兵

二
名
が
今
朝

も
双
眼
鏡
に
明
ら
か
に

見
ゆ

泥

の
如
兵
は
疲
れ

て
眠
り
居
り
月
虧

て
寒
き
黄
河
河
畔
に

吾
が
正
面
を
三
十
騎
ば
か
り

の
敵
騎
兵
が
映
画

の
如
く
北

へ
逃
げ
ゆ

く夜
も
す

が
ら
咳
き

ゐ
し
兵
が
そ

の
朝
白
蝋

の
如
く
死

に
て
居
り
き

血
糊

つ
き

し
ガ

ー
ゼ
い
く

つ
か
棄

て
ら
れ

し
草
原
は

い

つ
か
赤
く
素

枯

れ
ぬ

苦

し
か
り
し
戦

の
日
偲
び

つ
つ
春
来

る
土

に
花

の
種
を
蒔
く

負
傷

せ
る
匪
賊

の
足
が
吾

が
入
り
し
隣

の
部
屋

の
入

口
に
見
え
き



兄

が
餞
別

に
く

れ
た

「
マ
グ
ナ
双
眼
鏡
」
を
戦
場

に
あ

っ
て
も
首

に
吊

る
し
、
炎

天
下

に
あ

っ
て

「
硬
ば
れ

る
表
情

」
を
し
た
兵
士

を
と
ら
え
、

敵
陣

に
あ

る

「
泥

に
ま

み
れ
し

リ
ー
ダ

ー
」
や

「
手
榴
弾
」
を
残
ら
ず
う

た

い
こ
ん
で
あ

る
。
戦
場

に
あ

っ
て
生
き

て
ま
向
か
う
敵
兵

も
、

一
旦
、

生
命
を
失

い
死
を
迎
え
よ
う
と
す
る
と
き
も
は
や

「
敵
」

で
は
な
く
な
る
。

直
己

の
冷

静
な

〈眼
〉
は
、
そ

の
視
点

の
高

み
か

ら

「敵
」
も

「味
方

」

も

「
黄
河
」
を
は
じ
め
と
す
る
自
然

も
と
ら
え

て
う

た
わ
れ
て

い
る
と
こ

ろ
に
、
特
立
性
が
あ
る
。
没
後

一
年

足
ら
ず

の

一
九
四
〇

(昭
和
15
)
年

三
月
三
O
日
、
仲
間
に
よ

っ
て
六
〇
四
首

に
ま
と

め
ら
れ
て
発
行

さ
れ
た

も

の
で
あ

る
。
本
人

の
手

に
よ
ら
ず

、
死
後

に
友

人
た
ち

に
よ

っ
て
編
纂

さ
れ
た
と

い
う

こ
と
も
多
少
考
慮

に
入

れ
て
読
ま
ね
ば
な

る
ま

い
。

ま
た
、
宮
柊

二
の

『山
西
省
』
は
、

一
九

三
九

(昭
和

14
)
年
、

一
九

四

〇
年
、

一
九

四

一
年
、

一
九
四

二
年
、

一
九
四
三
年

の
日
中
戦
争
か
ら

第

一
次

世
界
大
戦
ま

で
に
中
国

の
山
西
省
を

申
心
に
転
戦

し
た
も

の
を
、

戦
後

の

一
九
四
八

(昭
和
24
)
六
月

二
〇
日
に
な

っ
て
刊
行
し
た
も

の
で

あ
る
。
宮
柊

二
自
身

「
後
記
」

で

「
主
と
し

て
中
国
北
部
大
陸
に
、
そ
れ

も
津
波

の
や
う
な
山
脈

の
重
畳
に
ば
か
り
戦

つ
て
来
た
無
名

の
、
そ
れ
は

歌
人
で
も

な
く
思
想
人
で
も
無

か

つ
た

一
人

の
補
充

兵
が
、
例

へ
て
言

へ

ば
丁
度

、
魚

が
水

面
に
○
○
ふ
や
う

に
し
て
記

し
た
感
慨

の
断
片

の
蒐
積

小
泉
苳
三
論

に
過
ぎ
な

い
。
当
時

に
遡

つ
て
正
直

に
告
白
す
れ
ば
之
は
作
品

で
は
な

い
。

こ
の

一
冊

の
作

品

は
さ
う

し

た
も

の
に
過
ぎ

な

い
」
と

言

っ
て
い
る
。

「
之
は
作
品

で
は
な

い
」
と
言

っ
て

い
る
と

こ
ろ
に
戦
後
に
お

い
て
こ

の

作
品
群
を
発
表
し
た
柊
二

の
誠
実
と
悔
恨

と
孤
独
が
に
じ
み
出
て

い
る
。

砲

隊
が
道

の

畷

に
砂
捲

く
を

展
望
哨

に
瞰

て
吾

は
立

つ

岩

稜
に
群

が
る
鳥

の
鴉

に
て
時

お
り
木
霊
を
呼
び

つ
つ
啼
け
り

山

上

の
ト
ー
チ
カ
の
空
青
く
清

み
吊

せ
し
鐘
も
あ
り
あ
り
と
見

ゆ

乏

し
き
草
踏

み
て
止
れ
り
濁
り
た

る
黄
河
が
見

ゆ
る
丘

の
上

の
端

咽
喉
よ
り
血
を
ば
喀
き

つ

つ
戦

ひ
て
指
し
し
黄
河
ぞ
光
り

つ
つ
下

る

古

よ
今

に
黄
河
が
耕
し
し
大
き
民
族
を
わ
れ
は
憶
は
む

こ
ろ
ぶ
し

て
銃
抱

へ
た
る
わ
が
影

の
黄
河

の
岸

の

一
人

の
兵

の
影

あ
か

つ
き

の
暗
き
水
際
に
ひ
し
め
き

て
渡
河
序
列

の
隊
、
馬
整

す
ご

ゑ軍
衣
袴
も
銃
も
剣
も

差
上
げ
て

暁

渉

る
河
の
名

を
知

ら
ず

あ
か

つ
き

の
風
白

み
く
る
丘
陰

に
命
絶
え

ゆ
く
友
を

囲
み
た
り

宮
柊

二
の
戦
争
体
験

は
、
痛
切
な
体
験
と

い
え
ど
も
、

一
兵
卒
と
し

て

「展
望
台
」

に
立
ち
、

「山
上

の
ト

ー
チ
カ
」

や

「
黄
河
」
を
う
た

い
な
が

一
七



小
泉
苳
三
論

ら
、
は

る
か
な

る
鳥

や
鴉

の

「
木
霊
」

に
耳
を
す
ま

せ
、
喉

か
ら

「
血
」

を

は
き
、
「
銃
」
を
さ
さ
げ

つ
つ
も
敵
兵

の
彼
方

の
空
を
見

て

い
る
よ
う

な
歌

が
多

い
こ
と

で
あ

る
。

こ
れ
は
歌

人
と

し
て
の
独
特

の
資
質
と
と
も

に
、
十
年
余

た

っ
た
時
期

に
な

っ
て
編
纂

さ
れ
て
刊
行

さ
れ
た
歌
集
と

い

う

性
格

か
ら
来
る
こ
と
に
も
注
意

し
て
お
か
ね
ば

な
る
ま

い
。

そ

の
点
、
小
泉
苳

三

の

『山
西
前
線
』

は
、

一
九
三
八

(昭
和
13
)
年

十
二
月
か
ら

一
九
三
九

(昭
和
14
)
年
四
月
ま
で
、
陸
軍
嘱
託
と
し
て
北

支

・
中
支

の
戦
線

へ
従
軍
歌
人
と
し
て
ま
わ

っ
た
歌
を
帰
国
し
た
翌
年

の

五
月

に
即
座
に
ま
と
め

て
出
版
さ
れ
る
と

い
う
ま
こ
と
に
貴
重
な
も

の
で

あ

る
。

序

本
学
教
授
小
泉
苳

三
君
、

さ
き

に
従
軍
歌
人
と

し
て
、
大
陸

に
渡

る
や
、
単

な
る
視
察
慰

問
を
も

つ
て
足
れ
り
と

せ
ず
、
第

一
線

に
出

て
将

兵
諸

子
の
苦

労
を

、
身

を
以
て
経
験

し
た
。
真
摯
見

る
べ
き

で

あ
る
。

あ
ま

つ
さ

へ
、
野
戦
病
院
に
生
還
期
し
難
き
重
病

の
身

を
横
た
ふ
る

試
練
に
も
遭
遇
し
た
。
そ

の
間

の
吟
詠
最
も
哀
切
至
純
に
し
て
心
索

か
か
る
を
覚

ゆ
。
ま
た
、
問
喜
籠
城
等
戦
闘

の
実
際
を
伝
ふ
る
も

の
、

一
八

皇
軍

の
壮
烈
鬼
神
を
哭
か
し
む
る
底

の
精
神
歌

つ
て
余
す
と
こ
ろ
が

な

い
。

前
線

に
あ

る
と
銃
後

に
あ

る
と
を
問
は
ず
、
広
く
世

の
人

々
に

一

読
を
希
む
次
第

で
あ

る
。

昭
和
十

五
年

三
月立

命
館
大
学
総
長

中

川
小
十
郎

と
、
当
時

の
立
命
館

大
学
総
長

の
中
川
小
十
郎

に
評
価

さ
れ
な
が

ら
も

、

初
版

の

『山
西
前
線

(従
軍
歌
集
)』

が
出
さ
れ
た

の
み
で
、
今

日
ま
で
、

先

の
二
人

の
歌
人

の
戦
争
詠
に
比

べ
て
評
価

の
揺
れ
て
き
た
歌
集
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
最
後

の
次

の
五
首
が
敗
戦
後

に
な

っ
て
、
不
当
な
評
価
を
受

け

て
指
弾
さ
れ
た
か
ら

で
も
あ
る
。

つ
は
も

の
が
生
命
衂

れ
る
大
陸

の
山
河

の
上

に
月
青
く
照

る

大
陸

の
野

に
山

に
生
命
過
行
け

る
兵
を
憶

へ
ば
あ
り

が
て
な
く

に

現
身

は
滅

び
ゆ
き

つ
つ
窮

み
な
き
大
き
生
命

の
な

か
に
生

れ
継
ぐ

死
に
ゆ
け
る
兵

の
生
命

は
永

劫
に
大
き

亜
細

亜
の
血
潮

の
な
か
に

東

亜

の
民
族
こ
こ
に
闘

へ
り
ふ
た
た
び
か
か
る

戦

な
か
ら
し
め



こ
れ
ら

の
歌
は
、
戦
線

に
あ

っ
て

「
つ
は
も

の
が
生
命

」
、
「
生
命

過
行

け
る
兵
」
、
「
窮
み
な
き
大

き
生
命
」
、
「
死
に
ゆ
け
る
兵
の
生
命

」
と
う

た

う

こ
と

に
よ

っ
て
究

極

の

「生
命
」

に
思

い
至
り
、
ひ
た
す

ら
に
戦
争

の

悲
惨
を
う

た

い
、
敵
味
方

の
区

別
な
く

兵
の
生
命
を
慰
藉

し
て
う
た

っ
た

も

の
で
あ

る
が
、

一
連

五
首

の
最
後

の

「東
亜

の
民
族

こ
こ
に
闘

へ
り

ふ

た

た
び

か
か
る

戦

な
か
ら

し
め
」

の
歌
を

め
ぐ

っ
て
、

「本
書
最
終
歌
は
、

所
謂
支
那
事
変

は
、
東
亜

に
再
び
戦
な

か
ら
し
む

る
聖
戦

で
あ

る
と

の
意

味
を
も

つ

一
首

で
あ
る
」

(「
学
内
審
査
委

員
会
」
)
と
断
定

さ
れ

て
、

一

九

四
六

(昭
和

21
)
年

の
十
月

二
十
六

日
に

「
教
職
不
適
格
」

の
決
定
を

受
け
、
奉
職

し

て
い
た
立
命
館
大

学
を
辞
す

る
こ
と

に
な

る
の
で
あ
る
。

小
泉
苳
三

の

『山
西
前
線
』

の
特
異
性
と
悲
劇
性
は
、
敗
戦
後

に
な

っ
て
、

七
年
前

の
従
軍
歌
集

の
、
巻
末

の
こ

の

一
首
が
、
現
役

の
立
命
館
大
学

の

教
授
と
し
て

「
不
適
格
」
と
し
て
裁
か
れ
、
葬
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

小
泉
苳
三

の
学
問

の
弟
子
で
あ

り
、
短

歌

の
弟
子
で
あ
る
中
国
文
学

と

文
字

学

の
泰

斗

・
白

川
静
は
、
こ
の
間

の
経
緯

と
そ
の
決
定

の
不
当
性

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
言
葉
を

つ
く

し
て
語

っ
て

い
る
。

小
泉
苳

三
先
生

が
教
職
不
適
格

の
決
定
を
受
け
ら

れ
た
の
は
、

昭

和

二
十

一
年
十
月

二
十

六
日
で
あ

っ
た
。

そ
の
最
も
重
要
な
理
由
と

小
泉
苳
三
論

し
て
、
学
内

の
審
査
委
員
会

は
、
昭
和
十

三
年
十

二
月

よ
り

三
ケ
月

に
わ
た
る
、
北
支
前
線

視
察

の
問
に
作
ら
れ
た
歌

集

「
山
西
前
線
」

を
あ
げ

て

い
る
。
終
戦

よ
り
七
年
近
く
も
遡

る
以
前

の
作
品

で
あ

る
。

審
査
当
時

の
関
係

の
人
は

い
ま

は
ほ
と
ん
ど
没
し
、
当
時

の
事
情
を

知

る
者
は
、
お
そ
ら
く
私

一
人

で
あ

ろ
う
と
お
も
う
。

(
『小
泉
苳
三

全
歌
集
』

の

「
栞
文
」

短
歌
新
問
社

平
成

16
年
4
月
)

当
時
、
小
泉
苳
三
に
よ

っ
て
学
問

の
薫
陶
を
受

け

て
い
た
白
川
静
は
最

後

の
語
り
部
と
し

て
次

の
よ
う
に
書
き
起
こ
し

て
い
る
。
さ
ら
に
続

い
て

問
題
に
な

う
た

一
首
に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
言
う

。

決
定
書

は
、
先
生

の

「
山
西
前
線
」

の
最
終

歌
で
あ

る

東

亜

の
民
族

こ
こ
に
闘

へ
り

ふ
た
た
び
か

か
る

戦

な
か
ら

し

め

の

一
首
を
あ
げ

て
、
「所

謂
支
那
事
変

は
、
東

亜

に
再

び
戦
無
か
ら

し
む

る
聖
戦

で
あ

る
と

の
意
味
を
持

つ

一
首

で
あ

る
」
と
解
し
、
中

国
を
戦
力
的

に
無
力
化
す

る
こ
と
を
強
調
し
た

一
首
と
す

る
。
委
員

会

の
短
歌
解
釈

の
能
力
が

こ
の
程
度

で
あ

っ
た

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

か
れ
ら

に
短
歌
を
以

て
教
職

の
適
否
を
判
断
す

る
能
力
が
あ

っ
た
と

一
九



小
泉
苳
三
論

は
思
わ

れ
な

い
。
適
格
審
査
を
通
じ

て
、
当
時
教
職

に
あ

っ
て
歌
を

以

て
追
放
を
受
け
た
人
は
、
他

に
は
全
国

に

一
人
も
な

い
。

こ
の
決

定

は
全
く
希
有

の
こ
と
と

い
う

外

に
な

い
。

(申
略
)
敗

戦
後
ま
も

な
く
教
職
者

の
適
格
審
査

が
開
始

さ
れ
た
が
、
委
員
会

は
第

三
者
機

関
で
は
な
く
、
学
内

に
設

け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
機

関
を
学
内

に

設
置
す
る
こ
と
が
、
そ
も

そ
も
非

常
識
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
私

の
学

校

で
は
、
か

つ
て

の
禁
衛
隊
長

が
、
審

査
委
員
長

に
任
命
さ

れ
た
。

こ
れ
が
新
し

い
体
制
に
よ
る
、
民
主
化

の
第

一
歩
で
あ

っ
た
。
自
主

的
民
主
化

の
先
峰

で
あ

っ
た
先
生
が
標
的
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
容
易

に
推
測
さ
れ

る
こ
と

で
あ

っ
た
。
そ
し

て
若
干

の
犠
牲
を
出
す
こ
と

で
、
学
校

の
全
体
が
免
責
さ
れ
る
と

い
う
よ
う
な
考
え
か
た
が
、
委

員

の
問

に
あ

る
よ
う

で
あ

っ
た
。

(同
前
)

適

格
審
査
を
行

っ
た

「
委
員
会
」

に

つ
い
て
、
「
委
員
会

の
短
歌
解
釈

の
能
力

が
こ
の
程
度

で
あ

っ
た
こ
と

か
ら
考
え

る
と

、
か

れ
ら

に
短
歌
を

以
て
教
職

の
適

否
を
判
断
す

る
能
力

が
あ

っ
た
と

は
思
わ

れ
な

い
」
と
語

り
、
歌
人
と
し
て
小
泉

苳
三
が
た
だ

一
人
や
り

玉
に
挙
げ

ら
れ
た
こ
と
を

述

べ
て

い
る
。
そ

の
う

え
で
、
こ
れ
を
決
定
し
た

「委

員
会

」
が
第

三
者

委
員
会

で
な
く
、
内
輪

の
戦
後
民
主
主
義

を
推
し
進

め
よ
う

と
し
た
体

制

二
〇

側

の
恣
意

的
な
も

の
で
あ

っ
た

こ
と

に
言
及
し

て
い
る
。
続

い
て
、
「
再

審
査

要
求
書
」

の
草
稿

に

つ
い
て
は
、
「私

が
書

い
た
」
と
言

い
、
国
崎

望
久

太

郎

・
山
元

一
郎

・
奥
村

三
舟

・
和
田

周
三

・
岡
本

彦

一
・
土
橋

寛

ら
と
共

に
奔
走

し
た

こ
と
を
明

か
し
た
う

え

で
、
あ

い
ま

い
な

ま
ま

「教
職

不
適
格
」

が
適
応

さ
れ
た

こ
と
を
更

に
次

の
よ
う

に
述

べ
て
い
る
。

再
審
査
要
求
書

の
草
稿

は
、
私

が
書

い
た
。

そ
し
て
国
崎
望
久
太

郎

・
山
元

一
郎

・
奥
村

三
舟

・
和
田
周

三

・
岡
本
彦

一
・
土
橋

寛

な
ど
、

一
七
名

の
関
係

者
が
連

署

し
、
別

に
窪

田
空

穂

・
頴

田
島

一
二
郎

の
両
氏

の
意
見
書
、
近
畿
歌
人
ク
ラ
ブ
等

の
上
申
書

、
さ
ら

に
賈

鳳
池
等

中
国
留

学
生

ら

の
上
申

書

が
そ
え

ら
れ
た
。

(中
略

)

再
審

の
結

果
は
、
た

ぶ
ん
良

好

で
あ

っ
た

の
だ

ろ
う
と

思
う
。
「
あ

ろ
う
と
思
う
」
と

い
う

の
は
、
実

に
久
し

い
問
、
中
央
委
員
会
か
ら

は
、
何

の
連
絡
も
な
か

っ
た
か
ら

で
あ

る
。
そ
し

て
ま
た
再
審
後
に
、

他

の
機
関
か
ら

の
介

入
が
あ

っ
た

の
か
ど
う
か
も
、
不
明

で
あ

る
。

一
回
の
呼
び
出

し
も
な
く
、

一
片

の
通
知
も
な
く

て
、
ほ

ぼ

一
年
も

過
ぎ

た
こ
ろ
、
新
聞
紙
上

に
不
適
格
者

の
決
定
と

し
て
、

そ
の
氏
名

が
掲
げ

ら
れ
て

い
た
。
た
だ

そ
れ
だ
け

で
あ

っ
た
。

こ
れ
が
戦
後
民

主
主
義

の
実
態

で
あ

っ
た
。

一
切

は
今

に
至

る
ま

で
、
不
明

で
あ

る
。



(
同
前
)(

三
)

先
般
、

『小
泉

苳
三
全
歌
集
』

(短

歌
新
聞
社

平
成

16
年

4
月
4
日
)

が
刊
行

さ
れ
、
私
も
そ

の
編

集
に
携
わ
り

、
「初

版
」

の
ま
ま

に
採
録

す

る

こ
と
が
出
来
た

の
で
、
ま
ず
は
、
『
山
西
前

線

(従
軍
歌
集
)』

か
ら
読

み
進
め

て
み
よ
う

と
思
う
。
小
泉

苳
三

の

「歌

人
と
し
て
の
従
軍
の
許

可

が
内
定

」
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
「
ポ
ト
ナ
ム
」

一
九
三
八

(昭
和

13
)

年

の

「
十

二
月

号
」

の

「後

記
」

(頴
田
島

一
二
郎
)

で
次

の
よ
う

に
書

か
れ
て

い
る
。
「
始

め
は
ペ

ン
部
隊

に
歌

人

の
加
は
ら
ざ

る
を
不
当
と

し

て
、
歌
人
協
会
と
協
力
、
板
垣
喜
久
子
氏
を
煩

は
す
積
り

で
い
た
が
、
協

会

で
多
方

面
よ
り

の
運
動

に
奏
功
す

る
ば

か
り

の
情
勢

に
あ

つ
た

の
で
、

先
生

は
別
個

に
単

独

に
出

願
し

た
」
と

あ
り
、
歌

人
と
し

て
歌
人
協

会

(大

日
本
歌

人
協
会
)
と
協
力

し
て
指
名
を
受

け
よ
う
と
し

て

い
た
こ
と

が
分
か
る
。
た
だ
結
果
と
し

て
は
、
歌
人
と
し

て
は
単
独
に
出
願
し
、
許

可
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

全
体

の
エ
ピ

ロ
ー
グ
と
も
言
う

べ
き

「
北
支
篇

」

の
歌
が
中
川
小
十
郎

と
板

垣
征

四
郎

の

「
序
」

に
続

い
て
置
か
れ
て

い
る
。

小
泉
苳
三
論

戈
と
り

て
兵

つ
ぎ

つ
ぎ

に
出

で
征
け
り

お
ほ
け
な
き
か
な
や

ペ
ン
取
り

て
吾
は

「
戈
」
に
対
す

る

「
ペ
ン
」
が
、
こ

の
歌
集

の
最
大

の
モ
チ
ー

フ
に
な

る
。
昭
和
十
三
年
八
月
、
内

閣
情
報
部

は
、
文
学
者

と

の
懇
談
会
を
も
ち

、

漢

口
攻
略

戦

へ
の
文
学
者

へ
の
従

軍
を

要
請

し
た
。
同
年
九
月

、
従

軍
作

家
陸

軍
班
と

し
て
、
久
米
正
雄
を
始

め
十

四
人
を
従

軍
作
家
海

軍
班
と
し

て
菊
池
寛
を
始

め
七
人
を
漢

口

へ
派
遣

し
、
同
年
十

一
月

に
は
、
南
支
派

遣
従

軍
ペ
ン
部
隊
と
し

て
長
谷
川
伸
等
を
派
遣
す

る
の
で
あ

る
。
そ
う
し

た
動
き

の
後
を
追

つ
て
歌
人
と
し

て
初
め

て
小
泉
苳
三
は
、
同
年
十

二
月
、

陸

軍
嘱
託
と
な
り
、
北
支

・
中

支

の
戦
線

へ
赴

く

の
で
あ

る
。
「
お
ほ
け

な
き
か
な
や

ペ
ン
取
り

て
吾
は
」
と
詠
う
と
き
、
身

の
程
を
わ
き
ま
え

な

い
と
言
う
謙
遜

の
意
と
共
に
、
歌
人
と
し
て
、
唯

一
人

ペ
ン
で
勝
負

す
る

と

い
う

〈
私
〉

の
主
張
が
顕
現
す
る
。
こ

の

「
吾
」
で
あ
る

〈
私
〉
が
ど

こ
に
む
か

っ
て
収
斂

さ
れ
て

い
く
か
が
、
こ
れ
か
ら
問
題
に
な
る
で
あ

ろ

・つ
。

一
人
征
く

(十

二
月
十

二
日
)

心

ふ
か
く
願

ひ
ゐ
た
り
し
従
軍
を
許
さ
れ

て
我

の
出
征
か
ん
と
す

二

一



小
泉
苳
三
論

百
万

の
兵
戦

へ
る
大
陸

に
ペ
ン
取
り

て
征
く
は
わ
た
く

し
な
ら
ず

罫
靺

の
さ
ま
を

つ
ぶ
さ
に
歌

ふ
べ
き
鵡
き
徳
飜

に
思

ひ

い
た
り

ぬ

征
く

こ
と
は

私

な
ら
ず
祖

国
日
本

の
起

ち
あ

が
り

た
る
さ
ま
を
ま

さ
め
に

益
良
夫
は
爆
弾
を
抱
き
て
散

り
ゆ
け
り
我
は
や

ペ
ン
を
取
り
て
死
ぬ

べ
く

日
本
歴
史
を

劃

す
る
大
御

軍

に
従
行
く
吾

の
行
方
は
知
ら
ず

再
び
は
或
は
か

へ
ら
ぬ

心

構

成
り

て
し
づ
け
し

こ
の
明
暮
を

千
載

一
遇
と

い
ふ
こ
と
ば
あ
り
紀
元

二
千
五
百
九
十
八
年

『
山
西
前
線
』
冒
頭

の

=

人
征
く
」

の
人
首

で
あ

る
。

ペ

ン
部
隊
と

し
て
は
、
石
川
達
三
、
林
芙
美

子
を

は
じ
め
と

し
て
、
作
家

た
ち
を
中
心

に
多
く

送
り
出

さ
れ

て

い
た
が
、
現
役

の
歌

人
と
し

て
初

め
て
自
分

が

コ

人
」
選
ば
れ

た
と

い
う
誇
り
と
自
負

と
あ

る
種

の
孤

独
が

こ
の
作

品

の
題

に
込

め
ら
れ

て

い
る
。
そ
し

て
、
こ

の
冒
頭

の
作
品

に
込

め
ら
れ
、

ひ

い
て
は

『山
西
前
線
』

一
巻
に
込
め
ら
れ
た

モ
チ
ー

フ
は

「
わ
た
く
し

な

ら
ず
」

で
あ

る
。
「
私

で
あ

っ
て
、
私

で
な

い
」
と

い
う
発

想

こ
そ
、

歌

人
小
泉
苳

三

に
た
く

さ
れ

た
も

の
で
あ

る
。

一
言

で

い
え

ば
、

〈私
〉

的
発
想
か
ら
、

〈公
〉
的
発
想

へ
の
転
換
と

い
え
な
く
も
な

い
が
、
「
わ
た

二

二

く

し
な

ら
ず
」
「
わ
た

く
し
な

ら
ず
」
と

繰
り
返

し
な

が
ら
、
「
わ

た
く

し
」
を

「わ
た
く
し

で
な

い
も
う

ひ
と
り

の
わ
た
く
し
」

に
止
揚
し

て
い

く
過
程

に
、

こ
の

『山
西
前
線
』
を
貫
く

モ
チ
ー
フ
が
あ

る
は
ず

で
あ

る
。

そ
れ
は
、
大
陸

に

い
る

「
百
万

の
兵
」
と

同
化
す

る
こ
と

で
あ
り
、

「祖

国
日
本
」
と
同
化
す

る
事

で
も
あ

っ
た
。
そ
し

て
最
も
身

近
な
肉
親

や
、

友

人
知
己
に
も

同
化

す
る
こ
と
で
も
あ

っ
た
の
で
あ

る
。

別
離

(十
二
月
二
十
二
日
)

○
○

の
駅

の
埠
頭

に
妻
と
手
を
握
り

て
別
る
言
葉
は
な
し
に

眼
を

や
れ
ば
埠
頭

に
立
ち

て
肩
掛
け
を
振
る
姿
見

ゆ
幻

の
如
く
に

死

に
て
な

ほ
悔

ゆ
る
な
か
ら
む
覚
悟
を
ば
人

に
は
言
は
ず
出
征
か
む

と
す

極

め
た
る
覚
悟
揺

る
が

ぬ
み
つ

か
ら
を
恃
む
思

ひ
は
我

の
み
に
あ
ら

ず船

艙
に
白
布

を
引

き
て
仕

切
り
た
る
乏

し
き
室

に
リ

ュ
ッ
ク
を

下
ろ

す
○
○
上
陸

事
務
室
に
と
も
な
は
れ
来
し
街
中
に
櫛

・
フ
ォ
ー
ク

・
イ

ン
ク

.
羊

羹
を
買
ふ



河
豚
料
理
を
前
に
再
び
帰
ら
ざ
る
思
ひ
は

つ
ひ
に
消
さ
む
す

べ
な
し

「
別
離
」
と

い
う

題

の
五
首

で
あ
る
。
日
本
を
出

発
し

て
、
大
陸

に
お

も
む
か
ん
と
す
る
、
別
れ

の
儀
式

の
歌
で
あ
る
が
、
ま
ず

「妻

」

の
歌
が

二
首
置

か
れ
て

い
る
こ
と

に
注

目
す

る
。
和
歌

(短
歌

)
は
、
も
と
も
と

相

聞
と

挽
歌

(鎮
魂

)
か
ら
成

り
た

っ
て
い
た
。
と
も

に

「命

」
と

「魂
」

の
根
源

に
回
帰

し
、
希
求
す

る
と

こ
ろ
に
五
七

五
七
七

の
韻
律

の
特
徴

が

あ

る
。
恣
意
的

か
、
意
図
的
か

は
抜
き

に
し
て
、
ま

こ
と

に
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト

な

〈
私
〉
的
な
歌

に
な

っ
て
い
る
。
「
死
」
を

覚
悟
し

た
別
れ
を
、

こ

の
よ
う

に
歌

い
始
め

る
と

こ
ろ
に
、
戦
時
詠
と
し

て
の
儀
式
歌
的
な
別
れ

の
歌
と

い
え
ど
も
、
短
歌

の

〈私
〉
的
な
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
よ
う

に

思
わ
れ

る
。

五
首
目

の

「
船
艙

に
白
布
を
引
き

て
仕
切
り
た
る
乏
し
き
室

に
リ

ュ

ッ
ク
を

下
ろ
す
」

の
歌

に
な

る
と
、
下

の
句

の

「乏

し
き
室

に

リ

ュ
ッ
ク
を
下

ろ
す
」

の
な
か
に
、
た
だ

一
人
に
な

っ
た
苳
三
自
身

の
孤

高

の
姿
が
し

っ
か
り
と
ら
ま
え
ら
れ

て
、
う
た
わ
れ

て
い
る
。

こ

の
あ
た
り

の
○
○

の
伏
せ
字
が
、
少
し
歌

の
中
や
詞
書
き
に
出
て
き

は
じ
め
る
が
、
こ
れ
は
、
全

体
を
読
む
作

業

の
中
で
確
定

し
て

い
く
こ
と

に
し
よ
う

。
○
○

の
伏

せ
字

が
、
共

に
、
東
京

を
発

っ
た
と

き

の

「埠

頭

の
駅
名
」

で
あ
り

、
渡
洋

す

る
前

の
日
本

の

「
最
前
線

の
地
」

で
あ
り

、

小
泉
苳
三
論

○
O
O

の
大

陸

の

「
上
陸

し
た
と
こ

ろ
の
地
名
」

の
所

に
あ

る
。
元

々
、

こ
う

い
う

か
た
ち
の
言
論
統
制

は
、
明
治

二
十

六
年

に
交
付

さ
れ
た
出
版

法

を
基
底
と
す

る
。
「第

十
九
條

安
寧
秩
序

を
妨
害

し
又
は
風
俗
を
壊

乱
す

る
も

の
と
認
む

る
文
書
図

画
を
出
版

し
た

る
と
き

は
内
務
大
臣

に
於

て
其

の
刻
版

及
印
本
を
指
押

ふ
る
こ
と
を
得
」

に
、
始
ま

る

出
版
法

の

言
論
統
制
中

の

「安
寧
秩
序
を
妨
害
」
す

る
、

に
相
当
す

る
と
思
わ
れ

る
。

さ
ら

に
、

こ
の
期

の
昭
和
十
年
代

に
於
け

る
言
論
統
制

に

つ
い
て
は
、
田

中
綾

の

『権
力
と
抒
情
詩
』

(な
が
ら
み
書
房
)

に
詳
し

い
。

渡
洋

(十

二
月

二
十
三
日
)

旗
振
り

て
見
送
る
人
も
な
き
街
に
ひ
そ
か
に

一
人
別
れ
を

つ
ぐ
る

わ
が
船

の
後
よ
り
来
た
り
た
ち
ま
ち
に
追
ひ
過
ぎ

て
ゆ
く
軍
艦
に
ま

た
遭
ふ

げ
ん
そ
く

か
す

し
ぶ
き

舷
側
を
掠
め
て
ゆ
き
し
海
鳥

ら
た
ち
ま
ち
見
え

ず
烈
し
き
水
沫

に

南

朝
鮮

の
多
島
海

に
船

の
入
り

た
れ
ば
サ

ン
パ
チ
島

の
灯
台

が
見

ゆ黄
海
を
進

み
ゆ
く
船

の
船
室

に
わ

が
読

み
て
ゐ
る
東

亜
連
盟
論

東

よ
り
迫

る
暮
色

は
見

る
見

る
に
四
隅

に
及
び

て
船
を

つ
つ
め
り

支
那
海

の
た
だ
な
か
を
行
く
船

の
上

に
三
日
月

か
か

る

マ
ス
ト

に
斜

二
三



小
泉
茎

二
論

に遼
東
半
島

の
沖

に
か
か
り

て
降
出

で
し
雪

は
霙

に
か
は
り

て
や
み
ぬ

海

の

い
ろ
黯
く

濁
り

て
四
方

よ
り
押
迫

る
波
を
切
り

つ
つ
す
す
む

黄

に
濁
る
海
洋

の
上
に
散

る
波

の
虚
空

に
ひ
び
く

は
音
楽

の
如

し

玄

界
灘
に
か
か
り
し
日
よ
り
海
荒

れ
て
船

は
進
ま
ず
す

で
に
幾

日

老
鉄
山
高
角
右
舷
に
過
ぎ

去
り
て
漸
く
船

の
針
路
定

ま
る

廟
島
列
島
左
舷
に
見
送
り
北
を
指
す
船
を
め
ぐ
り
て
鴎

と
び
か
ふ

二
四

乾
杯

の
譱
を
お
き

て
船
長
と
わ
か
れ
を
惜
し
む
夜
更
け

の
サ

ロ
ン

上
海

に
九
江

に
砲
火
く
ぐ
り
来
し
船
と
思

へ
ば
お

ろ
そ
か
な
ら
ず

○
○
丸

現
地

の

一
角

に
し
て
た
だ

な
ら

ぬ
も

の
う
ご
め
け
り
く
ら
き
埠
頭

に

思
は
じ
と

し
て
あ

る
我

に
ひ
し
ひ
し
と
迫
り
く

る
も

の
恐
怖

に
あ
ら

ぬ海

の
上
の
空
凍

み
わ
た
り
星
群

は
波

に
う

つ
り

て
青
く

か
が
よ
ふ

日
本
を
離
れ

て
か
ら

の
船

の
上

で
の
歌

で
あ
る
。
近
代
短
歌
が
、
獲
得

し

て
き
た
、
客
観

「
写
生
」

の

一
端
が
み
ご
と

に
こ

の

一
連
で
は
使
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
歌
集

の
評
価

の

一
点
も
、

い
か

に
物

や
人
物
や
思
想
が
写

生

さ
れ

て
い
る
か

に
か
か

っ
て
あ

る
。
感
情

を
、
と

こ
と

ん
抑

止
し

て
、

風
景

や
、
人
物

や
、
物

に
よ

っ
て
語
ら

せ
る
や
り
方

で
あ

る
。
あ

る
時
は
、

〈眼
〉

の
み
を

の
こ
し
て
し

っ
か
り
対

照
を
把
握

し
て
、
対
象

物
そ

の
も

の
に
語
ら
せ
る
の
で
あ

る
。

上
陸

(十
二
月
二
十
七
日
)

○
○
○
の
埠
頭
に
船
を
横
づ
け
て
積
載
貨
物
は
夜
の
問
に
揚
げ
ん
と

す

つ
い
に
、
大
陸
に
上
陸
し
た
と
き

の
歌
で
あ
る
。
直

感
的
に

つ
か
ま
え

た

一
言
が

「
た
だ
な
ら
ぬ
も

の
」

で
あ

っ
た
。
上
海
、
九
江
を
通

っ
て
き

た
船
を
詠

い
な
が
ら
も
、
「
た
だ
な
ら
ぬ
も

の
う
ご
め
け
り
」
と
う
た
う

。

そ

の
不
気

味
な
埠
頭

に
立
た
ん
と
す

る

〈
わ
た
し
〉
を
、
「
思
は

じ
と

し

て
あ

る
我
」
と
し

て
位

置
づ
け

る
。

〈私
〉
を
無

に
し
、
国
家

に
同

一
化

し
よ
う
と
す

る
志
向

で
あ

ろ
う
が
、

こ
こ
に
個
と
し

て
の

〈私
〉

の

「
恐

怖
」
も
あ
わ
せ

て
顕
現
し

て
い
る
。

続
く

「
天
津

・
北
京

・
包
頭
」
と
題
す

る

一
連

に
は
、
次

の
よ
う
な
作

品

が
年
末

の
日
々
を
追

っ
て
う
た

わ
れ
て

い
る
。

こ
の
年

の
昭
和
十

三
年

度

の
小
泉

苳

三

の

「
従

軍
経
路
」
は
、
「
昭

和
十

三
年
十

二
月
十

二
日
、

陸
軍
省

ノ
事

務

ヲ
嘱
託

ス

(陸

軍
省
)
」
と
あ
り
、

そ
の
直
後

の

「
十

二



月

二
十

二
日

○

○
港
出
発
」
し
、
「
十

二
月

二
十
八

日

北
支

O
O
O

上
陸
」
、
「十

二
月

二
十
九
日

天
津
」

「十

二
月
三
十

一
日

北
京
」
と

あ
わ
た
だ
し
く
出
発
し
た

こ
と
が
分
か

る
。

秦
皇
島

(十

二
月

二
十
八
日
)

闇
は

ふ
か
き
秦
皇
島

の
駅
ま

へ
に
病
院
列
車
横
づ
け

に
あ
り

大
陸

の
空
気

つ
め
た
し
ひ
そ
ま
れ
る
病
院
列
車

に
暁

の
光
さ
す

○
○
よ
り
乗
り
し
将
校
は
命
令
を
う
く
る
す
な
は
ち
た
ち

て
来
し
な

り山
西

に
遠
く
行
く

べ
き
将
校
に
薬
品
類
を
わ
け

て
別
れ
ぬ

天
津

(十

二
月

二
十
九
日
)

移
動
部
隊
あ
り

て
ど
よ
め
く
街
中
に
租
界
警
備

の
兵
等

去
来
す

租
界
を
警
備
す
る
日
本
兵
あ
り
て
厳
然
と
し

て
通
り
行
き
た
り

万
国
橋

の
橋
涯
に
並
び
厳
か
な
り
警
備

の
兵
等

一
一
誰
何
す

爆
破
せ
し
南
開
女
子
中
学
に
旗
を
か
か
げ

て
兵
等

警
備
す

爆

破
せ
し
南
開
女
子
中
学

の
校
舎

の
な
か
に
馬
を

つ
な
げ
り

軍
病
院

(十
二
月
三
十
日
)

駐
屯
軍
病
院
に
赴
く
。
昨
夜

亡
く
な

つ
た
岩

原
敦

軍
曹

(栃
木

県
塩
谷
郡
北
高

根
沢
村
)

の
遺
書

を
前

に
、
岸

岡
大

尉
よ
り
そ

小
泉
苳
三
論

の
臨
終

の
清

々
し
さ
を
聞
く
。
遺
書
に

「
名
も
知
ら
ぬ
花

の
散

り
行
く
春

の
暮
」

の
句
を
し
る
す
。
河
北
省
新
郷

の
南
方
黄
河

に
近

い
部
落
に

て
の
作

で
あ
る
。

幾
度
幾
度
か
死
を
覚
悟
せ
し
戦
闘
を
経

て
病
に
た
ふ
れ
ぬ

若
く
し

て
逝
き
し
許
嫁

の
傍
に
骨
を
埋
め
よ
と

い
へ
り
あ
は
れ
に

遺
髪

の
包
に
辞
世
を
認
め

て
覚
悟

の
ほ
ど
を
明
ら
か
に
せ
り

覚
悟

の
清

々
し
か
り
し
あ
り
さ
ま
を
語
ら
ふ
軍
医
ね
も

ご
ろ
に
あ

り

同
じ
く
は
戦

死
せ
し
め
た
か
り
し
と
軍
医
は
嘆

か
ふ
遺
髪
を
前

に

砲
弾

の
轟
く
も
と
に
死
に
し
に
も
な
ほ
優

り
た
り
と

い
へ
ば
瞑
せ
よ

一
場
時
市
上
等

兵

(群
馬
県
中
吾
妻

郡
長

野
原
町
)
は
今
年

八

月
四
日
山
西
省
横
嶺

関
に
て
負
傷

、
病
院

に
あ
り
。
内

地
送

還

を
肯

ん
ぜ
ず

送
還
を

つ
ひ
に
肯

ん
ぜ
ぬ
若
き

兵
動

か
ぬ
指
を
撫

で

つ
つ
は
居
り

動

か
ぬ
指
を
動
く
と
言

ひ
張
れ
る
言
葉

は
む

し
ろ

い
さ
ぎ

よ
き
な
り

廣

瀬
軍
医
大
佐
、
欧

州
大

戦
に
於
け

る

フ
ラ
ン
ス
の
状
況
を
語

る

負
傷
兵
を

再
び
戦
線

に
帰
す

べ
く
説
き
悩

み
た

る
國
も
あ

る
な
り

北
京

紫
禁
域

北
海

(十

二
月
三
十

一
日
)

二
五



小
泉
苳
三
論

手

た
つ
さ
は
り
氷

上
に
遊
ぶ
少
女
等

の
霞

め
る
姿
夕

日
の
中
に

ア
ジ
ア
を

死
せ
る
が
如

き
無

関
心

に
な
が
む
る
民
等
遊
び
あ

か
な
く

A
氏
寓
居

北
海

の
王
宮

の
或

る

一
室
に
良
寛

の
書

が
飾
ら
れ
て
あ
り

た
だ
な
ら
ぬ
空
気

み
な
ぎ
る
街
中
に
ジ

ン
ギ

ス
カ

ン
鍋
を
友

と
わ
が

食
ふ

そ

の
後

に
続
く

作

品

に

つ
い
て

一
言

し

て
お
け

ば
、
「
山
西
前

線

篇

一
」
「
山
西
前
線
篇

二
」
「
中
支
篇
」

の
作
品
と
続
き
、
最
後

に

「
従
軍

経
路
」
が
載
せ
ら
れ
、
次

の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
小
泉

苳
三

の
歌

の
本
質

が

あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

死

に
向
ふ
生
命

の
前
に
お
ぎ
う
な
く
浮
び

て
来
た
る
無
限

光

体

こ

の
歌

に

は

「太

原

城
壁

東
北

角
楼

門

に
立

ち

て
」

(
昭
和

一
四
年

コ

月

=

二
日
」
)
と
あ
り
、
戦
線

の
先
端
部

に
あ
る

「
死

に
向

ふ
生
命
」

を
思

い
や
り
、
見
え

る
世
界
と
見
え
な

い
世
界
を

ア
マ
ル
ガ

ム
さ
せ
た
と

こ
ろ
に

「
無
限
光
体
」
を
現
出
さ
せ

て
い
る
。

二
六

塹
壕

に
最
後
ま

で
あ
り

て
死
行

し

娘

子
軍

の
死
体
ま
だ
暖
か

に

曳
光
弾

に
瞬
間
光

る
メ
ス
の
先

の
尖
り
鋭
く
血
潮

に
染
め
り

地

の
涯

の
戦
線

に
し
て
妻

の
も
と
金
届
け
た

し
と
兵

の
言

ひ
出
づ

戦

線

に
あ

っ
て
、
情

報

の
収

集

に
あ
た

っ
て

い
た
と
は

い
え
、

こ
こ

に
は
苳

三

の
、
短
歌
と

い
う
形

式
を
も

っ
て
し
て
は

じ
め

て
捉
え

得

る

こ
と

の
で
き
た
独
自

の
世

界
と

ヒ

ュ
ー

マ

ニ
テ

ィ
ー
に
貫
か

れ
た
精
神

が
あ
る
。
こ

の
歌

は

「娘

子
軍
」

と
あ
り
、

　
九

三
九

(
昭
和

14
)
年

の

コ

月

一
七

日
」

の
作

で
あ

る
。
十

八
、
九
歳

の

「娘

子

軍
」

の
暖

か

い
死
体

や
捕
虜

の

「
い
の
ち
」
を
見

つ
め
、
自
己

の
手
術

の
瞬

間

に
た

ま

ゆ
ら
光

る

「
メ

ス
の
先
」

に
付
着

し
た
血

潮
を
う

た

い
、
故

国

の
妻

へ
送
金
を

言
う

一
兵
卒

の
家

族

へ
の
愛
と
あ

わ
れ
を

捉
え

て
う

た

っ
て

い
る
。四

川

の
兵
涙
な
が
し
て
戦
ひ
し
あ
と
あ
は
れ
な
り
麦
生
青

め
る

こ

の
歌

は
、
「風

陵
渡
行
」
と

題
す
る
同
年

コ
一
月

=

日
」

の
中
国

軍

の
塹
壕

の
後
を
見

て
の
作

で
あ
る
。
こ

の

一
首
に
潜

む
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
は
四
川

の
兵

の

「
涙
」
が
苳
三

の

「
あ
は
れ
」
と
か
さ
な
り
通
底
す
る



と
こ
ろ
に
、
柔
軟
な
抒
情
と

ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
精
神
が
結
晶
し
て
、
ま
さ

に

「
現
実
的
新
抒
情
主
義

」

の
実
践
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
歌
集

『山
西
前
線
』

は
、
最
後

の

「
東
亜

の
民
族
こ
こ
に
闘

へ
り

ふ
た
た
び
は
か
か
る
戦
争
な

か
ら
し
め
」

の
解
釈
を

め
ぐ

っ
て
批
判
も
受

け
た
が
、
苳

三

の
人
間
性
豊

か
な
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
は
そ
れ
を

つ
き

ぬ
け

た
と

こ
ろ
に
あ

っ
た
。

小
泉
茎

二
論

二
七


